




　食育担当の新人職員　好き嫌いを克服
　ブロッコリーが大好きで、直売所で手に入った時
には、帰ってすぐに茹でて、一人で１房食べてしま
います。でも、好きになったのは最近です。昔は道
産や江別産のものが少なく、ほとんどが外国産で、
ブロッコリーは硬くて、えぐみの強い野菜だと思っ
て敬遠していました。大学から江別に来て、ブロッ
コリーが甘いことを知った時は感動でした！

農業振興課
木村　敦 さん

　
「
野
菜
嫌
い
が
野
菜
大
好
き
に
な
っ
た
」

こ
れ
は
江
別
で
野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
活
躍

す
る
中
橋
賢
一
さ
ん
の
本
当
の
お
話
。

　

好
き
嫌
い
を
克
服
し
た
理
由
は
、
採
れ
た

て
野
菜
の
甘
み
や
旨
み
に
感
動
し
た
か
ら
。

　

そ
れ
ほ
ど
採
れ
た
て
は
お
い
し
い
。

　　

味
の
違
い
は
新
鮮
さ
。
魚
や
肉
、乳
製
品
、

野
菜
も
鮮
度
に
よ
っ
て
味
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
野
菜
は
収
穫
後
も
成
長
す
る
た
め
、

蓄
積
さ
れ
た
栄
養
分
が
消
費
さ
れ
て
時
間
が

経
つ
ほ
ど
に
味
が
低
下
し
ま
す
。
例
え
ば
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、収
穫
か
ら
2
日
経
つ
と
、

糖
度
が
2
度
以
上
も
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す

（
室
温
20
度
で
保
管
の
場
合
）。

新
鮮
な
う
ち
に
手
に
入
る

　

江
別
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
都
市
部
で
あ
り

な
が
ら
も
自
然
豊
か
で
、
新
鮮
な
食
材
が
手

に
入
る
と
こ
ろ
。
通
常
、
野
菜
な
ど
の
食
品

は
お
店
に
並
ぶ
ま
で
に
流
通
の
関
係
で
４
日

ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
、
市
内
14
か
所
に
あ
る

直
売
所
や
地
元
野
菜
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

ス
ー
パ
ー
に
は
、
そ
の
日
の
朝
、
採
れ
た
て

の
野
菜
が
並
び
ま
す
（
下
図
）。

　

種
類
も
豊
富
な
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
食
材

を
地
元
産
で
揃
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
都
市
近
郊
の
立
地
と
多
品

目
の
農
産
物
と
い
う
、
江
別
の
農
業
の
強
み

が
活
き
て
、
最
近
で
は
市
外
に
も
江
別
の
直

売
所
の
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
い
の
は
、
お
い
し
さ
の
証
拠
で

し
ょ
う
。

比
べ
て
ほ
し
い

地
場
産
と
の 

味
の
違
い

●ブロッコリー　作付面
積・収穫量ともに江別が
全道で No1。採れたては、
沸騰したお湯で茹でるだけ
で茎まで甘い。

※作付面積・収穫量のデータは平成 25 年度のもの

●ロマネスコ　ブロッコ
リー、カリフラワーのどち
らにも見える不思議な形。
茹でるなどして、そのコリ
コリとした食感を楽しんで。

●赤大根　外皮も果肉も鮮
やかな紅色。農家のかあさ
んが作る漬物にも。

●卵　鶏やえさにこだわっ
た良質な卵もあります。
●乳製品　牛乳やチーズな
どの乳製品も。

（上記以外にもたくさんのおいしい食材があります！）

●お米　精米からの時間が
短いほどモチモチで美味し
いお米が食べられます。生
産者から直接お米を購入す
ると、前日や当日に精米し
て届けてくれます。

①生産者 ②卸売市場 ③全国へ出荷 ④小売店 ⑤消費者

1 日

4日間

①生産者 ②直売所 ③消費者

食べ物が食卓に届くまで

●レタス　作付面積全道 1
位で収穫量全道2位の江別
を代表する野菜のひとつ。
●白菜　作付面積全道 3
位、収穫量全道 3 位を誇
ります。

●スイートコーン　作付面
積全道 11 位。生で食べら
れるほど甘いものも。
●にんにく　作業工程の機
械化など生産過程を強化中
のにんにく。料理に入れると
香りで食欲増進に。

●アイスプラント　表面に
水泡のような細胞がついた野
菜。プチプチとした食感とほの
かに感じる塩味がやみつきに。

冬においしい「越冬野菜」
　秋に出荷せずに、雪の下で貯蔵したキャベツや大
根、ニンジンを「越冬野菜」といいます。野菜は雪
の中で凍結しないようにアミノ酸を糖分に変えるた
め、甘味が増します。
　トマトケチャップや漬物などの加工品、肉や豆加
工品、乳製品などは一年中楽しめる貴重な食材です。

通
常
の
流
通

直
売
所
で
の
販
売

家庭菜園は

すぐに食卓へ
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知
り
合
い
が
育
て
た
野
菜
に
は
な
ぜ
か
愛

着
を
感
じ
る
…
そ
ん
な
気
持
ち
の
根
底
に
あ
る

の
は
相
手
と
自
分
と
の
信
頼
関
係
。
そ
れ
を
一

般
の
売
り
場
に
取
り
入
れ
た
の
が
、
生
産
者
と

消
費
者
を
結
ん
だ
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
で
す
。

　

市
内
の
生
産
者
は
、
直
売
所
を
は
じ
め
ス
ー

パ
ー
の
地
元
野
菜
コ
ー
ナ
ー
に
自
ら
野
菜
を
搬

入
す
る
な
ど
、
地
元
の
人
に
地
元
の
も
の
を
食

べ
て
も
ら
お
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
食
材
に
は
生
産
者
の
顔
写

真
や
名
前
が
載
っ
て
る
ほ
か
、
直
売
所
で
は
、

店
頭
に
立
っ
た
り
野
菜
を
搬
入
し
た
り
す
る
生

産
者
に
会
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
信
頼
で
き
る

人
が
作
っ
て
い
る
食
材
は
安
心
し
て
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
値
段
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
格
安
で
す
」

そ
う
話
す
の
は
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
元
江
別

店
の
竹
内
弘
明
店
長
。
同
店
で
は
地
元
の
食

材
を
提
供
す
る
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
食
材
は
生
産
者
が

自
ら
値
段
を
決
め
、
毎
朝
並
べ
に
来
て
い
ま

す
。
格
安
の
値
段
は
生
産
者
た
ち
の
気
持
ち

の
表
れ
。
他
に
も
、
市
内
学
校
給
食
の
70
％

前
後
の
野
菜
が
江
別
産
に
な
る
（
平
成
25
年

秋
）
な
ど
、
地
元
の
生
産
者
の
協
力
に
よ
っ

て
地
元
の
食
材
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
機
会

が
増
え
て
い
ま
す
。

品
質
に
お
金
を
か
け
る
こ
と

　

格
安
と
い
っ
て
も
、
安
い
外
国
産
の
食
材

に
比
べ
る
と
高
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
は
食
卓
に
届
く
ま
で
に
か

顔
の
見
え
る
安
心
感

直売所以外でも
手に入る地元の食材

　店内には出荷している生産者の写真が並びま
す。生産者の番号と商品の番号が連動しており、
どんな人が作ったのか見ながら買い物をするこ
とができます。

「顔の見える関係」を大事に
直売所「ふれあいの里」（篠津 262）

　最近では、スーパーなどの行きやすい場所にも「地
場産コーナー」が作られ、地元農家が朝店舗に並べた
新鮮な野菜などの食材を身近に手に入れることができ
るようになりました。各種イベントでも手に入ります。

●ホクレンショップ
　「もぎたて市
　　（地場野菜コーナー）」

●コープさっぽろ野幌店「野幌農園」 　冬の間は雪の下キャベツや白菜、お米、豆、卵などが
並びます。地域のものを地域の人に食べてもらおうと始
まりました。5月中旬以降は次第に葉物も多くなります。
● ホクレンショップ元江別店　※写真の店舗
　（元江別本町 1-3 ☎ 385-5870）
● ホクレンショップゆめみ野店
　（ゆめみ野東町 2☎ 391-1660）
● ホクレンショップ大麻北町店
　（大麻北町 519-2 ☎ 387-5551）

お米は
リピーターが
多く人気

　冬の間はタマネギやジャガイモ、シイタケ、お米、卵、
加工品などが並んでいます。江別市以外にも近郊野菜も
並んでおり、いろんな商品が楽しめます。春先には次第
に葉物が並びます。コープさっぽろえべつ店（元江別
779-1 ☎ 389-8703）でも地元野菜を取り扱っています。
● コープさっぽろ野幌店（野幌松並町 9-20 ☎ 384-2211）

　昨年から始まった地元
野菜の特設コーナー。
人気野菜は午前中に売り
切れることも。

　加工品や越冬野菜など、江別の「おいしい」が一気に手
に入る！2月21日には、お弁当コンテストの優秀作品展示
や食育の啓発展示を行いますので、ぜひお越しください。
　日時： 2/21、3/14 全て土曜日。10時～14時
　会場：江別河川防災ステーション（大川通6）

 農業振興課☎ 381-1025

農家のかあさん土曜市Event
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か
る
経
費
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

食
材
の
輸
送
に
か
か
る
距
離
を
「
フ
ー
ド

マ
イ
レ
ー
ジ
」
と
い
い
ま
す
。
遠
い
外
国
か

ら
材
料
を
輸
入
す
る
と
そ
れ
だ
け
輸
送
に
燃

料
を
使
い
、
CO2
を
多
く
排
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。
地
元
産
を
食
べ
る
こ
と
は
、
環
境
に
も

優
し
い
と
言
え
ま
す
。

　

地
元
の
食
材
は
、
輸
送
コ
ス
ト
の
割
合
が

少
な
い
の
で
、
品
質
に
お
金
を
か
け
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

Nakahashi Kenichi

「
採
れ
た
て
」
は
最
高
の
調
味
料

中橋　賢一 さん

Interview

地産地消でHappy ♪
～江別のものを江別で食べる～

-食育特集 -

野菜ソムリエとは
　（一社）日本野菜ソムリエ
協会が定める資格を持ち、野
菜や果物の専門知識（品種・
特長・選び方・保存方法など）
で野菜の魅力を多くの方に伝
えていく人たちのこと。初級
のジュニア野菜ソムリエ、中
級の野菜ソムリエ、上級のシ
ニア野菜ソムリエの資格があ
ります。資格取得には、講習
や試験などを受けます。

輸送にかかるCO2
約1万8千トン

＝

12万人の全江別市民が１
年間マイカー通勤をやめ
ることで削減できるCO2

小麦約３万トンは
市内の製麺会社 ㈱菊水が
市内工場で 9年間江別産・
道産小麦を使った量

小麦産地アメリカモンタナ州から
小麦を約３万トン輸入すると
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自
分
で
選
択
す
る

中
学
生
が
地
産
地
消
料
理
に
挑
戦
！

　

地
場
産
食
材
に
限
ら
ず
、
自
ら
考
え
て
自

分
や
家
族
が
食
べ
る
食
材
を
選
ん
で
い
く
こ

と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

小
学
生
か
ら
一
歩
大
人
に
近
づ
い
た
中
学

生
は
、
外
食
や
調
理
な
ど
自
分
で
食
を
選
択

す
る
機
会
が
増
え
、
食
習
慣
が
乱
れ
が
ち
に

な
っ
て
く
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
学
生
や
そ
の
家
族
に
「
地
産
地

消
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
食
材
の
選
択
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
お
う
と
「
江
別
産
食
材
を
た

く
さ
ん
使
っ
た
、
家
族
の
た
め
の
お
弁
当
」

を
作
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
に
は
、
江
陽
中
学
校
と
江
別
第
三
中

学
校
の
２
年
生
が
参
加
。
出
前
授
業
で
江
別

産
農
産
物
の
魅
力
を
学
習
し
た
の
ち
、
夏
休

　私は、日頃から生徒たちに「食べることは生きること。自分
や家族の健康を第一に考えて食べ物を選んで調理し、自分の食
生活を考えてみよう」と話しています。江別には素晴らしい食
材がたくさんあるので、その中から小麦やブロッコリーなどを
調理実習に取り入れて、地産地消の大切さも伝えています。
　今回市から事業の内容について相談を受けた時、お弁当作り
に活かせないかと提案しました。自分のアイディアを形にする
ために家族と一緒に食材を選び、調達する。それが食育にもつ
ながる機会になります。自分の作ったお弁当が家族から感謝さ
れることも生徒たちにとっては素敵な経験になりました。

江陽中学校　家庭科教諭
渡辺　純子 先生

なぜ  お弁当なのか

み
の
課
題
と
し
て
お
弁
当
作
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
お
米
、
小
麦
、
乳
製
品

の
ほ
か
、
数
々
の
野
菜
、
加
工
品
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
食
材
が
江
別
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
コ

ン
テ
ス
ト
を
経
て
、
江
別
産
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

★最優秀賞
江陽中学校２年Ａ組

坪内 陽
は る か

香さん作

★最優秀賞
江別第三中学校２年2組

川口 大輔さん作

★★★★★★★最★★★★★★★
江陽

坪内

賞
★
最
優
秀
賞
の
レ
シ
ピ
や
、
優

秀
作
品
の
紹
介
は
市
Ｈ
Ｐ
内

「
江
別
市
の
農
業
」
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
も
展
示
し
ま
す
。
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　東京丸の内で活躍する「丸の内シェフズクラブ」よりシェ
フを招き「お弁当のおかずと江別産食材」について話しても
らうトークイベントです。そのほか簡単な調理実演や江別産
食材の紹介などを予定しています。
会場：イオンタウン江別（野幌町10-1）
日時：3/15㈰　開演11時～（予定）
　　　（60～ 90分程度）

 美味しい江別実行委員会事務局
　　　（江別商工会議所内）☎ 382-3121

食
育
の
第
一
歩
は

お
い
し
く
楽
し
く

食
べ
る
こ
と

　

お
い
し
い
も
の
を
求
め
て
い
る
と
、
自
然

と
栄
養
の
あ
る
も
の
、
地
元
の
新
鮮
な
食
材

に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
食
材
が

で
き
た
過
程
を
知
っ
た
り
、
誰
か
に
喜
ん
で

食
べ
た
り
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
喜
び
や
感

動
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

少
し
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
地
元
江
別
の
食

材
を
取
り
入
れ
て
、生
産
者
や
料
理
を
作
る
人
、

食
べ
る
人
を
想
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
家
族
や
友

達
と
楽
し
い
食
事
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

農
業
振
興
課
☎
381
‐
１
０
２
５

広
報
広
聴
課
☎
381
‐
１
０
０
９

＜材料＞（4人分）
キャベツ　1/2 個
ベーコン　8枚
にんにく　1片
パセリ　適量
塩・コショウ　少々
オリーブオイル　大
さじ 2
楊枝 4本

＜作り方＞
①キャベツをくし型に 4等分に切る。
②キャベツに 2枚のベーコンを巻きつけ、楊枝でとめる。
③にんにくは芯をとりスライスし、パセリは水を切り細かく刻む。
④フライパンにオリーブオイルとにんにくを入れ、弱火で炒める。
　にんにくの香りが立ち薄く色づいたらにんにくを取り出す。
⑤ベーコンを巻いたキャベツをフライパンに入れ、蓋をして弱火
　で火が通るまでじっくり焼き、塩コショウで味を調える。
⑥焼きあがったら楊枝を取り除き、お皿に盛り付け、にんにくと
　パセリを飾ってできあがり。

三日月キャベツのベーコン巻き

◎シニア野菜ソムリエ
田所　かおりさん

● ジャガイモ・タマネギ

● 白菜

● 長ネギ

野菜ソムリエ  八城 元代 さん の
冬野菜保存アドバイス☆

Event美味しい江別トークセッション
大人の食育弁当が目指すもの

～美味しいお弁当を、ちょっぴり難しく語るべや～

地産地消でHappy ♪
～江別のものを江別で食べる～

-食育特集 -

シニア野菜ソムリエの

　こだわり簡単レシピ
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を
検
討

■ 

取
水

ポ
ン
プ

場
に
も
、

今
年
度
中
に
原
水
濁
度
計
を
設
置

　

原
水
濁
度
が
上
昇
し
て
も
断
水

を
回
避
・
低
減
す
る
た
め
の
改
善

策
を
、
そ
の
実
現
性
も
含
め
て
検

討
し
ま
す
。

【
検
討
内
容
】

■ 

原
水
調
整
池
（
濁
度
が
上
昇

す
る
前
に
原
水
を
溜
め
て
お
く
施

設
）
な
ど
の
設
置

　

状
況
に
即
し
た
臨
機
応
変
な
給

水
体
制
を
組
む
こ
と
が
で
き
ず
、

給
水
車
の
適
正
配
置
や
給
水
袋
の

補
充
に
影
響
が
出
た
こ
と
か
ら
、

給
水
所
の
運
営
方
法
を
検
討
し
、

適
切
な
応
急
給
水
体
制
の
確
立
を

図
り
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

断
水
区
域
外
に
も
給
水
所
を

設
置
す
る
こ
と

■ 

水
の
運
搬
な
ど
に
支
援
が
必

要
な
方
に
配
慮
す
る
こ
と

■ 

給
水
所
の
混
雑
状
況
に
つ
い

て
情
報
提
供
す
る
こ
と

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

可
搬
式
電
動
ポ
ン
プ
の
導
入

　

緊
急
貯
水
槽
は
、地
震
災
害
時
、

電
気
や
燃
料
を
使
用
で
き
な
い
こ

と
を
想
定
し
、
手
動
に
よ
る
汲
み

上
げ
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

よ
う
な
断
水
災
害
で
は
電
気
が
使

用
で
き
る
た
め
、
今
後
は
可
搬
式

電
動
ポ
ン
プ
を
用
意
し
て
、手
動
・

電
動
の
ど
ち
ら
で
も
汲
み
上
げ
ら

れ
る
よ
う
改
善
し
ま
す
。

■ 

緊
急
貯
水
槽
の
増
設

　

今
回
の
よ
う
な
地
震
以
外
に
よ

る
断
水
で
も
、
緊
急
貯
水
槽
は
応

急
給
水
施
設
と
し
て
有
効
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
全
て
の
災
害
に
つ
い

て
、
適
切
な
給
水
所
の
配
置
数
、

配
置
場
所
や
運
営
方
法
な
ど
を
検

証
す
る
中
で
、
緊
急
貯
水
槽
の
増

設
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

道
内

他
事
業

体
と
の

協
定
な

ど
に
よ

り
、
被
災
時
に
給
水
袋
を
融
通
し

合
う
こ
と
を
見
越
し
て
約
1
万
枚

を
備
蓄
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

今
回
の
断
水
で
は
、
応
援
団
体
が

す
べ
て
到
着
す
る
前
に
給
水
袋
が

不
足
し
ま
し
た
。

　

初
動
時
に
必
要
な
備
蓄
量
を
再

度
検
討
し
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

今
回
の
断
水
で
は
、
合
計
48
台

の
給
水
タ
ン
ク
車
が
給
水
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
応
援
団
体
が
到
着

す
る
ま
で
、
市
の
保
有
す
る
給
水

タ
ン
ク
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が

で
き
ず
、
混
乱
を
招
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
断
水
災
害
と
同
規
模
の

災
害
を
想
定
し
、
給
水
タ
ン
ク
や

仮
設
水
槽
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

断
水
災
害 

　
そ
の
後
の
対
応
策

　

大
雨
に
よ
る
千
歳
川
の
に
ご
り

の
急
上
昇
を
予
測
で
き
ず
、
初
動

対
応
に
遅
れ
が
生
じ
ま
し
た
。

　

に
ご
り
の
状
況
を
把
握
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

上
流
に
位
置
す
る
浄
水
場
と

の
連
絡
体
制
の
強
化

■ 

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の

千
歳
川
上
流
に
お
け
る
採
水
調
査

■ 

上
流
に
原
水
濁
度
計
の
設
置

　

昨
年
９
月
11
日
に
発
生
し
た
集
中
豪
雨
に
よ
る
断
水
災
害
に
つ
い
て
、

市
の
対
応
を
検
証
す
る
中
で
、
問
題
点
が
数
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
施
設
や
資
機
材
に
つ
い
て
も
、
近
年
顕
著
な
局
地
的
大
雨

な
ど
に
よ
る
原
水
濁だ
く
ど度
（
川
の
に
ご
り
）
の
上
昇
に
対
し
、
多
く
の
課

題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
応
の
見
直
し
を
図
る
た
め
、
市
民
の
方
々
や
関
係
団
体
の
方
々
な

ど
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
１
１
９
３
件
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
対
応
可
能
な
対
策
か
ら

順
次
具
体
化
し
ま
す
。
問
題
点
と
対
応
の
方
向
性
は
次
の
と
お
り
で
す
。

水
道
施
設

 

給
水
活
動

１　

給
水
所
の
運
営

１　

河
川
上
流
の
監
視

２　

浄
水
施
設
の
改
善

２　

緊
急
貯
水
槽

３　

給
水
袋

４　

給
水
タ
ン
ク

市の給水袋（10ℓ）

原水濁度計

市役所前で給水を受けるために並ぶ市民の列

 
水
道
部
総
務
課
☎
385
‐
１
２
１
３

現在の市の保有台数
● 給水加圧タンク車１台
　（1.8 トン 1台）

● 給水タンク４台
　（1.5 トン 2台、1トン 2台）
● 10 トンタンク車１台
　（市消防本部）

市内の緊急貯水槽
　市内５か所。
●江別太小学校　●飛烏山公園
●若草公園　　　 ●大麻東公園
●とちのき公園

今回活用した緊急貯水槽
　断水した区域にある３か所。
●江別太小学校　●飛烏山公園
●若草公園
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情
報
提
供
の
遅
れ
は
多
く
の
方

の
不
安
を
増
幅
し
ま
し
た
。
問
い

合
わ
せ
が
殺
到
す
る
こ
と
で
職
員

が
対
応
に
追
わ
れ
、
応
急
復
旧
作

業
の
人
手
不
足
を
招
き
ま
し
た
。

以
下
の
各
項
目
を
見
直
し
、
二
重

三
重
の
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

広
報
車
は
当
初
、
８
台
が
巡
回

し
ま
し
た
が
、走
行
速
度
が
速
く
、

内
容
を
的
確
に
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
広
報
車
を
区
域

全
体
に
行
き
届
か
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
確
な
広
報

の
た
め
、
以
下
を
検
討
し
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

適
正
な
走
行
速
度

■ 

広
報
文
の
読
み
上
げ
時
間

■ 

効
果
的
な
音
響
設
備

■ 

必
要
台
数
の
把
握

■ 

従
事
者
へ
の
情
報
伝
達
方
法

　

自
治
会
に
は
、
フ
ァ
ク
ス
や
電

話
で
連
絡
し
ま
し
た
が
、迅
速
性
・

正
確
性
を
欠
き
、
情
報
が
行
き
渡

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

情
報
伝
達
の
迅
速
性
と
正
確
性

を
図
る
た
め
、
自
治
会
と
市
の
情

報
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

自
治
会
と
の
情
報
連
携
の
強
化

■ 

連
絡
文
な
ど
の
明
確
化

　

市
Ｈ
Ｐ
は
、
最
新
の
情
報
が
入

る
た
び
更
新
し
ま
し
た
が
、
ア
ク

セ
ス
が
集
中
し
、
一
時
閲
覧
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
負
荷
の
軽
減

を
検
討
し
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 
Ｈ
Ｐ
の
災
害
モ
ー
ド
へ
の
移

行
を
速
や
か
に
行
い
、
閲
覧
時
の

負
荷
を
軽
減

■ 

配
信
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
新
た
な
情

報
媒
体
の
活
用
を
検
討

　

早
い
段
階
で
断
水
を
予
測
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
大
規
模
断
水
の

可
能
性
に
つ
い
て
危
機
対
策
部
門

へ
詳
細
な
報
告
が
遅
れ
、
早
期
に

全
庁
的
な
体
制
を
組
む
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
よ
う
な
大
規
模
な
断
水
災
害
に

対
応
し
た
全
庁
的
な
配
備
体
制
が

整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
応
急
復
旧
へ
の
明
確
な
意
思

統
一
が
図
れ
ず
、
市
民
へ
の
連
絡

対
応
が
後
手
に
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

速
や
か
な
対
応
が
最
大
の
減
災

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
念
頭
に
、

早
期
に
全
庁
的
な
体
制
を
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
情
報
伝
達
方

法
な
ど
の
対
応
策
を
検
討
し
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 

連
絡
体
制
の
見
直
し

■ 

防
災
訓
練
な
ど
に
よ
る
職
員

の
災
害
対
応
力
の
向
上

　

対
応
に
あ
た
っ
た
職
員
間
で
、

指
揮
命
令
・
情
報
伝
達
の
一
元
化

が
で
き
ず
、
効
率
的
な
動
き
を
妨

げ
、
問
い
合
わ
せ
に
適
切
に
対
応

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
職
員
間
の

み
な
ら
ず
、
関
係
団
体
と
の
連
携

強
化
を
図
り
ま
す
。

【
対
策
・
検
討
内
容
】

■ 
関
係
部
門
や
応
援
団
体
な
ど

と
の
連
携
強
化

■ 

指
揮
命
令
系
統
の
明
確
化

　

詳
細
は
「
断
水
災
害
に
関
す
る

報
告
書
」
と
し
て
市
Ｈ
Ｐ
や
市
内

10
か
所
の
公
共
施
設
（
本
庁
舎
1

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
役
所

大
麻
出
張
所
、
水
道
庁
舎
、
情
報

図
書
館
、
市
民
会
館
、
各
公
民
館
、

鉄
南
地
区
セ
ン
タ
ー
、
豊
幌
地
区

セ
ン
タ
ー
）
で
配
布
し
ま
す
。

断水災害に備えて市民の皆さんにご協力のお願い！○ 
　● 緊急時の節水の呼び掛け
　災害時には、断水を回避・低減する
ため、市 HP などを通じて市民の皆さ
んに節水のご協力をお願いすることが
あります。その際は、トイレ以外の使用を控え、
身近な方への呼びかけにご協力ください。

○ 飲料用水
　最低限の必要量は、大人1人につき1日3ℓです。
フタのできる清潔な容器に、水道水を口元まで入
れて日の当たらない涼しい場所で保存しましょ
う。この場合、容器の水は３日を目安にくみ替えてく
ださい。（※浄水器を通した水は塩素による消毒効果
がないため、毎日くみ替えてください。）

 

広
報
活
動

１　

広
報
車　

２　

自
治
会
へ
の
情
報
伝
達

３　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 

組
織
体
制

２　

情
報
共
有

１　

体
制

○ トイレの水
　断水時に一番困ることはトイレが使えなく
なることです。断水後のアンケートでも、トイ
レが使えず不便だったというご意見が一番多
く寄せられました。
　お風呂の残り湯は、トイレを流す水として使用する
ことができますので、すぐに捨てずにためておくと、
いざというときに役立ちます。
　トイレを一回流すのに必要な水の量は、大便の場合
で約 8ℓです。流し残しのないよう、水はねに注意し
ながら便器に勢いよく流し込んでください。

※浴槽に残り湯をためる際には、お子さんの転落防止
のため、お風呂のふたは閉めておきましょう。

http://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/site/suidou/24007.html
。

http://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/ 検索江別　断水災害に関する報告書 索
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地
下
に
あ
る
メ
ー
タ
本
体
（
写

真
上
）
を
確
認
し
な
く
て
も
、
壁

付
け
さ
れ
て
い
る
遠
隔
式
カ
ウ
ン

タ
ー
（
写
真
下
）
を
見
る
だ
け
で
、

メ
ー
タ
指
針
や
水
の
使
用
状
況
が

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
水
道
メ
ー
タ
の「
見
え
る
化
」

を
行
う
こ
と
で
、
利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
検
針
業
務
の
効
率
化

を
す
す
め
ま
す
。

　

工
事
は
地
中
に
あ
る
メ
ー
タ
本

体
の
取
り
替
え
に
加
え
て
遠
隔
式

カ
ウ
ン
タ
ー
を
壁
な
ど
に
取
り
付

け
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
家
庭
や
会
社
へ

は
、
事
前
に
水
道
部
が
委
託
し
た

業
者
が
訪
問
し
、
取
り
替
え
方
法

の
説
明
や
カ
ウ
ン
タ
ー
の
取
り
付

け
位
置
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
あ
と
に
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
の
費
用
は
基
本
的
に

無
料
で
す
が
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス

の
破
損
や
そ
の
他
修
繕
が
必
要
な

場
合
に
は
ご
相
談
の
う
え
、
皆
さ

ん
に
費
用
負
担
を
お
願
い
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

打
ち
合
わ
せ
や
工
事
に
伺
う
業

　

4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
！

水
道
メ
ー
タ
の
地
上
化

遠隔式カウンター
（地上に設置）

者
は
、
写
真
付
き
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
着
用
し
、
水
道
部
発
行
の
証

明
書
を
持
参
し
て
い
ま
す
が
、
不

審
・
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

水
道
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー

給
排
水
・
検
査
担
当
☎
385
‐

４
９
８
９

　　

水
道
メ
ー
タ
の
検
針
は
、
こ
れ

ま
で
4
か
月
ご
と
で
し
た
が
、
2

か
月
ご
と
の
隔
月
検
針
に
平
成
27

年
10
月
か
ら
変
更
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
料
金
の

お
支
払
い
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

毎
月
と
な
り
ま
す
。

※
屋
外
に
地
下
式
メ
ー
タ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
家
庭
や
会
社
は
、
冬

期
間
は
積
雪
の
た
め
検
針
が
で
き

な
い
期
間
が
あ
り
ま
す
。

 

水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー
料

金
担
当
☎
385
‐
４
９
８
７

　

水
道
部
で
は
、
利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
経
営
の
効
率
化
の
た

水
道
料
金
等
収
納

業
務
を
民
間
委
託

　

水
道
部
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
な
水
道

水
を
安
心
し
て
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
、
水
道
水水質検査の様子

の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
項
目
は

水
質
基
準
項
目
の
51
項
目
や
水
質
管
理
目
標
設
定

項
目
の
24
項
目
な
ど
で
す
。

　

昨
年
度
の
水
質
検
査
結
果
は
市
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し

て
い
る
ほ
か
、
水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー
と
上
江
別

浄
水
場
の
２
ヵ
所
で
、冊
子
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
江
別
浄
水
場
で
は
希
望
す
る
ご
家
庭

に
対
し
、水
道
水
の
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

検
査
の
項
目
は
濁
度
・
色
度
・
臭
気
・
味
・
残
留

塩
素
・
ｐ
Ｈ
（
ペ
ー
ハ
ー
）
値
の
６
項
目
で
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

浄
水
場
浄
水
係
☎
382
‐
２
７
５
６

電子式水道メータ本体
（地下に設置） 　

4
月
か
ら
水
道
部
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
く
水
道
メ
ー
タ
の
取
り
替
え

の
際
、
現
在
の
地
下
式
メ
ー
タ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
家
庭
や
会
社
に
お
い

て
も
、
電
子
式
（
地
上
式
）
メ
ー
タ
を
採
用
し
ま
す
。

　
水
の
使
用
状
況
を
一
目
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
検
針
の

頻
度
が
変
わ
り
ま
す

安
心
し
て
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に

水
道
水
の
検
査

め
、
水
道
料
金
等
収
納
業
務
を
民

間
事
業
者
へ
委
託
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

委
託
開
始
：
平
成
27
年
4
月
1
日

業
務
内
容
：
窓
口
受
付
業
務
、
検

針
業
務
、
収
納
徴
収
業
務
、
滞
納

整
理
業
務
、
精
算
業
務
な
ど

※
窓
口
の
場
所
は
今
ま
で
ど
お

り
、水
道
庁
舎
１
階
と
な
り
ま
す
。

 

水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー
料

金
担
当
☎
385
‐
４
９
８
７
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暴風雪に
備えましょう！
　猛ふぶきなどの荒天時、気象台から
「暴風雪警報」が発表されます。警報
の発表中は、天候が急に変わりやすく、
晴れていても猛ふぶきになる場合もあ
ります。視界が悪くなるため、交通事
故に注意しましょう。また雪にはまっ
て、車が動かなくなる場合もあるので、
やむを得ず運転するときには、車内に
閉じ込められても対応できるよう、防
寒用品などの装備も必要です。日頃か
ら停電に備えてラジオや電源を要しな
いポータブルストーブなどを準備して
おきましょう。テレビ・ラジオなどで
最新の気象情報を確認し、警報発令時
は外出を控えましょう。
　暴風雪に関する資料、最新の警報の
発表状況は札幌管区気象台の HP から
確認できます。

 総務課（危機対策・防災担当） 
             ☎ 381-1407

　

例
年
、
積
雪
量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

江
別
市
の
２
月
。
屋
根
や
は
し
ご
か
ら

の
落
下
、
落
氷
雪
な
ど
、
屋
根
雪
の
処

理
に
よ
る
事
故
が
多
く
お
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
雪
の
事
故
は
自
ら
注
意

を
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
除

雪
事
故
防
止
10
か
条
を
意
識
し
ま
し
ょ

う
。

　

暴
風
雪
や
大
雪
に
よ
り

停
電
に
な
っ
た
と
き
は
、

自
宅
の
電
話
機
が
使
え
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

携
帯
電
話
ま
た
は
公
衆
電

話
か
ら
119
番
通
報
を
し
ま

し
ょ
う
。
会
話
に
よ
る
119
番
通
報

が
困
難
な
方
向
け
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
119
も

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
メ
ー
ル
119

登
録
の
皆
様
は
、
携
帯
電
話
か
ら

メ
ー
ル
119
通
報
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

消
防
へ
の
お
急
ぎ
の
お
電
話
の

場
合
は
、
公
衆
電
話
の
ご
利
用
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

停
電
の
際
は
電
話
が
大
変
込
み

合
い
ま
す
、
不
要
不
急
な
通
報
は

お
控
え
く
だ
さ
い
。暴風雪時、西高東低冬型の気圧配置図

このような気圧配置には要注意！

▶図を見るポイント
①大陸に高気圧、北海道の東に低気圧がある
→吹雪になることが多い。
②北海道にかかっている等圧線の間隔が狭い
→風が強くなることが多い。

高 低

雪雲の状況や警報の発表は以下の
ホームページからご覧ください
【気象庁札幌管区気象台 HP】
http://www.jma-net.go.jp/sapporo/

停電時に通報できる機器停電時に通報できない機器

光回線や ADSL 回線などの
商用電源を使用する電話機

携帯電話・スマートフォン
（メール機能での119番通報）
※メール119番通報は登録者のみ

公衆電話・停電対策電話機・
光回線や ADSL 回線などの
商用電源を使用しない電話

ファクス（FAX119 通報）

※
携
帯
電
話
は
、
長
時
間
の
停
電
時
に
は

基
地
局
の
バ
ッ
テ
リ
ー
状
況
に
よ
り
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
、
作
業
は
、
家
族
、
隣
近
所
に
も

      

声
を
掛
け
て
２
人
以
上
で

二
、
低
い
屋
根
で
も
油
断
は
禁
物

三
、
建
物
の
ま
わ
り
に
雪
を
残
し
て 

　

   

雪
下
ろ
し
！

四
、
作
業
開
始
直
後
と
疲
れ
た
こ
ろ

      

は
、
特
に
慎
重
に

五
、
晴
れ
の
日
ほ
ど
要
注
意
！

      

屋
根
の
雪
が
ゆ
る
ん
で
る

六
、
忘
れ
ず
に
命
綱
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

七
、
は
し
ご
の
固
定
を
忘
れ
ず
に

八
、
除
雪
道
具
は
こ
ま
め
に
点
検

九
、
除
雪
機
の
雪
つ
ま
り
の
取
り
除
き

      

は
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て
か
ら

十
、
携
帯
電
話
の
携
行
を
忘
れ
ず
に

雪
の
事
故
を
無
く
そ
う
！

消
防
本
部
指
令
課
指
令
係

☎
382-

５
４
５
３

▼
除
雪
前
の
ゴ
ミ
出
し
、車
の
路
上
駐
車
、

　
道
路
へ
の
雪
出
し
は
や
め
ま
し
ょ
う

土
木
事
務
所 

☎
383-

５
９
０
０

都
市
建
設
課
公
園
係

☎
381-

１
０
４
５

▼
間
口
除
雪
を
依
頼
す
る
場
合
、
雪
は
敷

　
地
内
で
処
理
す
る
か
、
市
の
雪
堆
積
場
へ

　
運
び
ま
し
ょ
う

▼
落
雪
事
故
防
止
の
た
め
屋
根
の
雪
下
ろ

　
し
を
こ
ま
め
行
い
、
作
業
中
は
事
故
に

　
注
意
し
ま
し
ょ
う

▼
遊
具
が
破
損
し
ま
す
の
で
、

　
公
園
へ
の
雪
の
押
し
入
れ

　
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▼
朝
の
通
勤
、
通
学
時
間
に

　
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
深

　
夜
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解

　
く
だ
さ
い

▼
間
口
の
雪
は
各
ご
家
庭
で
処
理
を
お
願  

    

い
し
ま
す

除
雪
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
24
時
間

対
応
の
除
雪
セ
ン
タ
ー
へ

☎
381-

６
６
２
２

0

転落事故 落氷雪 除雪機 その他

2
2
1 1 1

2
4 4

H24 H24 H24 H24H23 H23 H23 H23H25 H25 H25 H25

3

0

3 3

6

8 8
10

10
12

平成
23年度

平成
24 年度

平成
25 年度

江別市内の雪の事故件数

多い転落事故！

��������
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市
内
４
大
学
の
知
財
を
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
よ
う
と
、
地
域
活

性
化
や
地
域
課
題
解
決
に
関
す
る

調
査
・
研
究
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
大
学
連
携
調
査
研
究
事

業
を
平
成
21
年
度
か
ら
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
に
23
事
業
を
採
択
し
て

き
ま
し
た
。

　

毎
年
、「
大
学
連
携
事
業
報
告

会
」
を
開
催
し
、
研
究
成
果
を
報

告
し
て
も
ら
い
、
市
の
政
策
の
参

考
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
成
果
の
一
部
を
紹
介

す
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

■
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

を
活
用
し
た
研
究
（
酪
農
学
園
大

学
）

　

災
害
時
情
報
を
地
図
上
で
可
視

化
・
共
有
す
る
研
究
。
防
災
訓
練

に
参
加
す
る
な
ど
、
継
続
的
に
連

携
を
深
め
て
い
ま
す
。

■
食
と
健
康
に
関
す
る
研
究
（
北

海
道
情
報
大
学
）

　

人
の
健
康
に
役
立
つ
食
品
の
機

能
性
に
関
す
る
研
究
。
さ
ら
に
こ

れ
を
市
民
の
健
康
管
理
に
役
立
て

る
健
康
カ
ー
ド
事
業
へ
発
展
。

■
救
急
車
の
適
正
利
用
に
関
す
る

研
究
（
北
翔
大
学
）

　

不
要
不
急
の
救
急
出
動
を
抑
制

し
、
救
命
効
果
の
向
上
を
目
的
と

し
た
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
研
究
。
こ
の
成
果
は
大

学
の
公
開
講
座
で
も
市
民
へ
還
元

さ
れ
、
大
学
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
は

学
生
の
地
域
活
動
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
大
学
連
携
学
生
地

域
活
動
支
援
事
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
な
が
ら
幅
広
い
講
義

を
準
備
し
、
学
び
の
機
会
を
創
出

す
る「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」

（
札
幌
学
院
大
学
の
学
生
）
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
14
事
業
を
採
択
し
て

い
ま
す
。

大学
連携
事業

　

大
学
連
携
学
生
地
域
活
動
支
援

事
業
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
学
生

の
地
域
活
動
の
推
進
や
実
学
教
育

の
場
と
し
て
効
果
が
表
れ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
７
月
に
開
催
し
た
大
学
連

携
事
業
報
告
会
で
は
、
学
生
自
ら

活
動
報
告
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
な
ど
を

さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た

め
、
市
内
大
学
の
協
力
を
得
て
、

大
学
教
員
が
地
域
に
出
向
い
て
講

義
を
す
る
大
学
版
出
前
講
座
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、
大
学
連
携
調
査

研
究
事
業
と
し
て
調
査
・
研
究
し

た
成
果
や
大
学
の
得
意
分
野
の
も

の
で
、
江
別
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
機
会
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は
下
段
の
と
お

り
で
す
が
、
詳
し
く
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
に
も
情
報
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

 

詳
細　

企
画
課
☎
381-

１
０
１
５



�� ������

●

☎

市制施行60周年記念事業

コンペに先立っての学生たち
の企業視察

　

こ
れ
ま
で
、
診
察
や
検
査
な
ど

の
予
約
で
来
院
さ
れ
る
方
は
、
来

院
後
に
各
診
療
科
受
付
で
予
約
票

を
出
し
て
受
け
付
け
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
２
月
か
ら
は
来
院

後
に
１
階
の
自
動
再
診
受
付
機
で

受
け
付
け
を
し
、
自
動
再
診
受
付

機
か
ら
発
行
さ
れ
た
受
付
票
を
各

診
療
科
受
付
へ
提
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
動
再
診
受
付
機
は
正
面
玄
関

か
ら
入
っ
て
す
ぐ
左
側
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
受
け
付
け
に
は
診

療
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
回
の
受
診
日
か
ら
３

か
月
を
超
え
て
い
る
方
、
健
康
保

険
証
を
窓
口
に
提
示
い
た
だ
い
て

か
ら
３
か
月
を
超
え
て
い
る
方

は
、
自
動
再
診
受
付
機
を
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
診
療
券
を

持
ち
、
１
階
受
付
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
受
け
付
け
に

は
診
療
券
が
必
要
で
す
。
診
療
券

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
１
階
受
付

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
受
付
手
続
き
に
つ
い
て

は
従
来
ど
お
り
で
す

・
当
院
を
初
め
て
受
診
さ
れ
る
方

は
、
１
階
受
付
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

・
健
康
保
険
証
の
確
認
は
従
来
と

変
わ
ら
ず
毎
月
１
回
、
そ
の
月
最

初
の
来
院
時
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

 

詳
細　

市
立
病
院
医
事
課
・
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
☎
382-

５
１
５
１

　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
更
新
に
よ

り
、
従
来
の
紙
カ
ル
テ
の
電
子

化
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
の
画

像
デ
ー
タ
化
や
検
査
結
果
の
数
値

の
デ
ー
タ
化
を
行
う
こ
と
で
、
情

報
の
共
有
・
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
化

と
と
も
に
、
安
全
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

再
診
（
再
来
）
の
と
き
は
必
ず
１

階
の
自
動
再
診
受
付
機
で
受
け
付

け
し
て
く
だ
さ
い

  ①
来
院

②
自
動
再
診
受
付
機
で
受
け
付
け

　（
受
付
票
発
行
）

③
各
診
療
科
受
付
（
受
付
票
を
提

示
）

④
診
察
・
検
査
な
ど

⑤
会
計

江
別
市
立
病
院

　
外
来
の
受
付
方
法
を
一
部
変
更

http://www.ebetsu-hospital/

江
北
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で

　

８
回
目
と
な
る
今
回
は
、

協
賛
事
業
と
し
て
、
市
立
病

院
医
師
に
よ
る
病
気
や
け
が

に
関
す
る
講
演
と
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。

●
日
時　
２
月
22
日
㈰
10
時
30
分
〜

●
会
場　

北
光
小
学
校
（
篠

津
805
）
※
江
北
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
会
場

●
担
当
医
師

　

岸
本
隆
史 

医
師（
整
形
外
科
）

　

田
中
洋
充 

医
師（
総
合
内
科
）

 

詳
細　

市
立
病
院
管
理
課

　
　
　

 

☎
382-

５
１
５
１

　
市
立
病
院
で
は
、
院
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
、
来
院
さ

れ
る
方
の
受
付
方
法
が
一
部
、
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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簡
単
で
、
楽
し
く
続
け
ら
れ
る

認
知
症
予
防
の
た
め
の
運
動
講
座

を
、
医
療
法
人
英
生
会
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
っ
ぽ
ろ
リ
ハ
ビ

リ
科
の
作
業
療
法
士
、
宇
佐
美
陽

平
氏
を
招
い
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
20
日
㈮
13
時
30
分

〜
15
時
／
●
会
場　

市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
／
●
対
象　

65
歳
以
上
の

方
／
●
受
講
料　

無
料
／
●
そ
の

他　

運
動
靴
と
飲
み
物
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
主
治
医
か
ら
運
動

を
制
限
さ
れ
て
い
る
方
は
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

 

申
込
・
詳
細　

２
月
４
日
㈬

　

室
内
で
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
を
行
い
、
冬
場
に
基
礎
体
力

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

●
主
催　

野
幌
地
区
地
域
健
康
づ

く
り
推
進
員
会
／
●
日
時
　
２
月

26
日
㈭
10
時
〜
11
時
30
分
（
９

時
50
分
ま
で
に
集
合
）
／
●
集
合

場
所
　
市
民
体
育
館
柔
剣
道
室
／

●
料
金　

100
円
（
傷
害
保
険
を

含
む
）
／
●
持
ち
物　

上
靴
（
必

須
）、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
で
く
だ

さ
い
。
／
●
講
師　

ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
指
導
員
／
●
参
加
方
法　

　

室
内
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
基
本
を
学
ん
だ
後
、
飛

烏
山
公
園
周
辺
（
約
４
km)
を

ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
き
ま
す
。
悪

天
候
の
場
合
は
室
内
で
実
施
。
終

了
後
、
温
か
い
お
汁
粉
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。ポ
ー
ル（
ス
ト
ッ

ク
）
は
無
料
で
貸
し
出
し
（
お
持

ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

●
主
催
　
江
別
地
区
地
域
健
康
づ

く
り
推
進
員
会
／
●
日
時
　
２
月

18
日
㈬
10
時
〜
12
時
（
９
時
50
分

ま
で
に
集
合
）
／
●
集
合
場
所
　

青
年
セ
ン
タ
ー
／
●
料
金　

100
円

（
傷
害
保
険
を
含
む
）
／
●
講
師

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
指
導
員
／

え
べ
つ
市
民
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
21

え
べ
つ
市
民
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
21

●
持
ち
物　

上
靴
（
必
須
）、
汗

拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
手
袋
、

帽
子
、
履
き
な
れ
た
外
靴
、
暖

か
い
服
装
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。

／
●
参
加
方
法　

当
日
、
直
接

集
合
場
所
へ
。

 

詳
細　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
385-

５
２
５
２

●

●

            ☎

か
ら
17
日
㈫
ま
で
に
氏
名
、
年

齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
介

護
保
険
課
（
〒0

6
7
-8
6
7
4

高

砂
町
６
　 

381-

１
０
７
３
☎ 

381-

１
０
６
７
）
へ
。
電
話
で
も
申
し

込
み
可
。
定
員
100
人
に
達
し
次
第

締
め
切
り
。

当
日
、
直
接
集
合
場
所
へ
。

 

詳
細　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
385-

５
２
５
２

２
13

☎

11:00 ～ 16:30
２
７㈯

1
10:00 ～ 15:30２

8㈰

㈮

温かい飲み物や食べ物のほか江別産小麦を使った
スイーツなどの特産品を販売するお店も出店します。

のほのほのほか江か江別か江別別別産小麦小産小麦産小麦産小麦を使っ使っを使っを使 たたたべべべ物の物の物の物温かい温かい温かい温かい温 飲み飲み飲み飲みみみみ物み物み物物や食べべや食べや食食
スイースイースイ ツなツななツななどなどなどの特の特産の特産特産品を販品品を販販売する売する売する売するお店もお店もお店 し出店しし出店出店 ます。ますす。。ますスイスイス ツツツなななななどなどなどの特産の特産の特産特産品をを品を
温かい飲み物や食べ物のほか江別産小麦を使った
スイーツなどの特産品を販売するお店も出店します。

雪の滑り台・
巨大迷路 で

遊べる！



�� ������

へ
。
●
そ
の
他

　
検
定
の
上
、

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
修

了
者
認
定
証
を
交
付
。

　

思
い
が

け
な
い
水

の
事
故
か

ら
人
命
を

守
る
知
識

と
技
術
を

身
に
つ
け

ま
す
。（
プ
ー
ル
で
の
実
技
あ
り
）

●
日
時
　
２
月
11
日(

水
・
祝)

15

時
〜
16
時
30
分
、
14
日
㈯
９
時
30

分
〜
16
時
30
分
、
21
日
㈯
同
、
22

日
㈰
同
（
検
定
試
験
含
む
）
／
●

会
場
　
青
年
セ
ン
タ
ー
／
●
対
象

　
満
15
歳
以
上
の
救
急
法
基
礎
講

／
●
対
象
　
満
15
歳
以
上
の
方

／
●
定
員
　
先
着
20
名
程
度
／

●
受
講
料
　
教
本
・
教
材
費
代

１
５
０
０
円
／
●
服
装
・
持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
（
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
ェ
ア
な
ど
）・
筆
記
用
具
／

●
申
込
方
法
　
２
月
２
日
㈪
か
ら

９
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
申
込
先

 
筋
カ
ア
ッ
プ
で
肩
・
膝
・
腰
の
改
善

 
関
節
痛
に
効
果
の
あ
る

　
〜
体
軸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

　

江
別
市
民
会

館
指
定
管
理
者

日
興･

プ
リ
ズ

ム
グ
ル
ー
プ
と

Piece

（
ピ
ー

ス
）
地
域
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
と
の
共
催
で
、
市
民
健
康
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
三
大
関
節
痛

で
あ
る
、
肩･

腰･

膝
に
良
い
体

軸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
体
軸

･

筋
力･

連
動
性
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

☎

　

 

習
修
了
者
の
資
格
を
有
し
（
認
定

証
発
行
日
か
ら
３
年
以
内
）、
ク

ロ
ー
ル
ま
た
は
平
泳
ぎ
で
500 

m

以
上
泳
げ
る
方
（
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）
／
●
定

員
　
先
着
20
名
程
度
／
●
受
講

料
　
教
本
・
教
材
費
代
700
円
、プ
ー

ル
利
用
料
１
０
０
０
円
／
●
服

装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・

水
着
・
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
・

ゴ
ー
グ
ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
筆
記

用
具
／
●
申
込
方
法
　
２
月
２
日

㈪
か
ら
９
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
申

込
先
へ
。

　

全
日
程
を
終
了
し
、
検
定
に
合

格
し
た
方
に
は
救
助
員
Ⅰ
認
定
証

を
交
付
。

 

申
込
先
・
詳
細

　
日
本
赤
十
字

社
江
別
市
地
区
事
務
局
（
福
祉
課

地
域
福
祉
係
）
☎
381-

１
０
３
１

　

救
急
隊
到
着
ま
で
に
で
き
る
手

当
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
11
日(

水
・
祝)

９
時
30
分
〜
15
時
※
検
定
試
験
も

あ
り
／
●
会
場
　
青
年
セ
ン
タ
ー

●
日
時
　
２
月
15
日
㈰
13
時
30
分

〜
15
時
／
●
会
場

　
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
／
●
定
員

　
80
名
／
●
受

講
料　

無
料
／
●
講
師　

Ｊ
Ｈ
Ｃ

Ａ
認
定
上
級
ホ
リ
ス
テ
ィ
ツ
ク
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ａ
認

定
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
の
上
山

純
一
氏
／
●
そ
の
他　

講
座
終
了

後
、
講
師
、
理
学
療
法
士
、
管
理

栄
養
士
、
看
護
師
な
ど
が
個
別
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

 

申
込
・
詳
細　

市
民
会
館
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
で
申
し
込
み
、

ま
た
は
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
を
フ
ァ
ク
ス
か
電
話
、
郵

送
で
市
民
会
館（
〒0
6
7
-8
6
7
4

高
砂
町
６　

 

381-

１
０
７
７
☎ 

383-

６
４
４
６
）
へ
。
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統
一
地
方
選
挙
の
投
票
日
は
、
北
海
道
知
事
選
挙

と
道
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
12
日
㈰
、
江
別
市
長
選

挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
26
日
㈰
と
な
り
ま
し

た
。□

投
票
で
き
る
方

　

江
別
市
で
投
票
で
き
る
方
は
次
の
３
つ
の
要
件
を

満
た
す
方
で
す
。

①
告
示
日
の
前
日
の
３
か
月
前
か
ら
、
一
度
も
転
出

す
る
こ
と
な
く
江
別
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

方
。
た
だ
し
、
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
は
、
道
議

会
議
員
選
挙
の
告
示
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
ま
す
。

②
投
票
日
に
満
20
歳
に
達
し
て
い
る
方
（
投
票
日
の

翌
日
が
20
歳
の
誕
生
日
の
方
も
該
当
し
ま
す
）。

③
江
別
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

□
転
入
・
転
出
し
た
方

○
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙

　

平
成
27
年
１
月
２
日
ま
で
に
転
入
の
届
出
を
し
た

方
は
江
別
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
道
内
の
他
市

町
村
か
ら
転
入
し
、
前
住
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
、
前
住
地
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
江
別
市
の
居
住
証

明
書
（
発
行
無
料
）
が
必
要
で
す
。

○
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

　

平
成
27
年
１
月
18
日
ま
で
に
転
入
の
届
出
を
し
た

方
は
、
江
別
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
投
票
日
の
前
に
江
別
市
か
ら
転
出
し
た
方

は
、
江
別
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
権
が
失

わ
れ
る
た
め
、
投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

選
挙
管
理
員
会
事
務
局
☎
381
‐
１
０
５
２

知　事・
道議会議員選挙

1月 2日までに転入の届出をした方 江別市で投票できます。

1月 3日以降に転入の届出をした方 前住地に問い合わせて
ください。

市　長・
市議会議員選挙

1月 18 日までに転入の届出をした方 江別市で投票できます。

1月 19 日以降に転入の届出をした方
投票日の前に市外へ転出した方

投票できません。

江別市長選挙（4月 19日告示）
市議会議員選挙（4月 19日告示）
投票日　4月 26日（日）

北海道知事選挙（3月 26日告示）
道議会議員選挙（4月 3日告示）
投票日　4月 12日（日）

　

平
成
27
年

４
月
か
ら
、
市

民
会
館
の
指

定
管
理
者
と

な
る
団
体
が

決
定
し
ま
し

た
。
指
定
管

理
者
制
度
は
、

「
公
の
施
設
」

の
管
理
運
営

を
民
間
事
業

者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
域
の
自
治
会
な
ど

に
委
任
す
る
制
度
で
す
。

　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
管
理
運

営
の
効
率
化
、
経
費
の
縮
減
な
ど
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
下
旬
か
ら
公

募
を
開
始
し
、
10
月
に
選
定
委
員
会
を
開

催
し
団
体
を
選
定
、
12
月
の
市
議
会
定
例

会
で
の
議
決
を
経
て
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
の
指
定
管
理
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

施
設
名
：
江
別
市
民
会
館　

所
在
地
：
高
砂
町
６
番
地

指
定
管
理
者
：
日
興
美
装
工
業
株
式
会
社

施
設
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課

総
務
係
☎
381
‐
１
０
０
５

 

契
約
管
財
課
☎
381
‐
１
０
６
６

市
民
会
館
の
指
定
管
理

者
が
決
ま
り
ま
し
た

市選挙人名簿の縦覧　
　平成 27 年３月１日現在で登録
した選挙人名簿が縦覧できます。
日時…３月３日㈫～３月７日㈯
　　　８時 30 分～ 17 時。
【縦覧場所・詳細】
選挙管理委員会事務局 (市役所第二別館）
☎ 381-1052
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　野幌駅を使って通勤・通学する方を対象に、共有自転車を利用
する一般会員を募集します。会員登録をすると、野幌駅～自宅を
共有自転車で往来できます。会社員や学生で野幌駅を利用する皆
さん、環境に優しく健康的なサイクルシェアを始めてみませんか？ 

■実施期間／ 1 シーズン４月１日㈬～ 11月 30日㈪
　　　　24時間利用可能。
■利用料金／１シーズン3,000 円
　　　　　　※月単位などの利用は実施していません。
■利用条件／通勤・通学で自宅と野幌駅を自転車で往復する高校
　　　　　　生以上の方（40名）。【下図　利用方法のイメージ図
　　　　　　の一般会員を参照】
　　　　　　※買物を目的とした登録はできません。
■募集期間／２月３日㈫～３月 20日㈮（日・月・祝日除く）
　　　　　　先着（定員になり次第締め切らせていただきます）
■申込方法／必要なものを持参の上、次の場所で申込書を記載し
提出してください。
・お問い合わせ・申込先／野幌駅周辺地区サイクルシェアリング運
営事務局（野幌町 43-9 カムフォート 43-101号）☎ 398-6900
・受付時間／ 10 時～ 17時（日・月・祝日除く）。
・必要なもの／身分を証明できるもの（運転免許証・学生証・健
康保険証・住民基本台帳カードなど）と利用料金 3,000 円。
■その他／一般会員の他に、北海道情報大学と野幌駅を往復する
北海道情報大学会員を別途同大学にて募集を行います。詳細は学
生サポートセンター事務室（☎ 385-4416）までお問い合せくだ
さい。

 都心整備課☎ 381-1082

　
複数の会員が専用の自転車を共有するシステムです。一般会員は自宅から野幌駅までの通

勤、通学に使い、昼間の間は、情報大学の学生が野幌駅と大学の通学のために使います。

のっちゃりでエコ通勤

サイクルシェアリング運営事務局
（カムフォート 43内）

①豪雪地帯の江別では自転車の保管場
所が大変なのでとても助かります。 
②ほかに自転車を使うことがないから
効率的。 
③カードタッチのみで鍵を取り出せる
ので時間がかからない。
④駅近くに専用の駐輪場（上図サイク
ルポート①）があるので便利。

利用者の声

サイクルシェアリング一般会員募集

　
※自転車は原則 24 時間以内にポートへ返却するようお願いします（土・日・祝日を除く）。

朝方と夕方に野幌駅
と自宅を共有自転車
で往来する方。

朝方から夕方まで野幌駅
と北海道情報大学を共
有自転車で往来する方。
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